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論　
　

文

山
口
鷺
流
台
本
の
系
統（
七
）
―
春
日
庄
作
自
筆
本
を
め
ぐ
っ
て
―

稲　
　

田　
　

秀　
　

雄

　

狂
言
記
は「
罷
出
た
る
は
隠
れ
も
な
い
大
名
」と
名
乗
る
。
天
正
狂
言
本
は「
大
明
（
マ
マ
）（

大
名
）」

と
す
る
。

　

大
蔵
流
は
江
戸
初
期
か
ら
「
大
果
報
の
者
」
と
名
乗
り
、
鷺
流
も
仁
右
衛
門
派
・
伝
右
衛

門
派
と
も
に
「
大
果
報
の
者
」
と
言
う
。
和
泉
流
は
、和
泉
家
古
本
ま
で
は
、「
大
果
報
の
者
」

と
い
う
表
現
は
な
く
、「
在
所
の
者
」「
有
徳
な
る
者
」
と
名
乗
っ
て
い
た
が
、
江
戸
後
期
か

ら
「
大
果
報
の
者
」
の
名
乗
り
が
現
れ
る
。
狂
言
記
は
、
常
の
大
名
と
同
様
の
名
乗
り
で
あ

る
。
中
世
狂
言
の
姿
を
伝
え
る
天
正
狂
言
本
が
「
大
名
」
と
す
る
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
本
曲

が
脇
狂
言
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る（
３
）に
つ
れ
て
、
常
の
大
名
で
は
な
く
、「
果
報

者
」
と
し
て
特
別
な
名
乗
り
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
大
蔵
流
で
は
、
江
戸
初

期
か
ら
そ
う
し
た
意
識
が
う
か
が
え
る
。

　

春
日
本
は
、「
で
す
」
が
大
名
物
と
共
通
す
る
表
現
で
あ
る
も
の
の
、「
大
果
報
の
者
」
と

名
乗
る
こ
と
は
、
鷺
流
両
派
の
諸
台
本
と
齟
齬
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
山
口
鷺

流
の
現
行
台
本
と
い
う
べ
き
河
野
本（
河
野
晴
臣
編
『
鷺
流
狂
言
手
附
本　

附
小
舞
間
』
山

口
市
中
央
公
民
館
、
昭
46
）で
は
、「
隠
れ
も
無
い
大
名
で
す
」
と
名
乗
る
。
こ
の
名
乗
り
は
、

次
に
掲
げ
る
装
束
付
の
問
題
と
も
関
連
す
る
が
、「
大
果
報
の
者
」
と
言
わ
ず
、
大
名
狂
言

（
大
名
物
）に
登
場
す
る
大
名
と
同
じ
名
乗
り
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
名
乗
り
に

関
し
て
は
、
春
日
本
の
か
た
ち
が
現
行
に
継
承
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

【
付
、
主
人
の
装
束
】

　

前
項
に
関
連
し
て
、（
春
日
本
で
は
な
く
、
現
行
山
口
鷺
流
の
問
題
で
は
あ
る
が
）本
曲
の

主
人
の
装
束
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
現
行
の
山
口
鷺
流
で
は
、「
末
広
が
り
」（
現

行
の
表
記
に
従
う
。
以
下
同
じ
）の
主
人
は
、
前
掲
の
河
野
本
装
束
付
に
よ
れ
ば
、「
烏
帽
子

段
熨
斗
目
素
袍
小
刀
差
シ
扇
持
チ
」
と
あ
り
、
烏
帽
子
は
常
の
大
名
と
同
じ
く
、
洞
烏
帽
子

（
大
名
烏
帽
子
）を
用
い
る（
４
）。

　

鷺
伝
右
衛
門
派
の
享
保
保
教
本
に
は
「
折
烏
帽
子　

熨
斗
目
カ
染
小
袖　

素
襖　

小
サ

（
承
前
）

　

前
号
に
引
き
続
き
、
春
日
庄
作
自
筆
本
所
収
曲
の
系
統
的
分
析
を
行
う
。
今
回
は
、
山
口

県
立
大
学
郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
『
鷺
先
生
直
傳　

鷺
流
狂
言
本
』（
江
山
本（
１
））に
合
綴

さ
れ
る
「
末
広
り
（
マ
マ
）」

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
春
日
庄
作
自
筆
本
の
分
析
は
、
こ
れ
で
最
後
と

な
る
。

35
、「
末
広
り
（
マ
マ
）」

【
主
人
の
名
乗
り
】

　

春
日
本
で
は
、
主
人
は
登
場
す
る
と
次
の
よ
う
に
名
乗
る
。

　
　

大
イ
加カ
ホ
ウ方
の
者
で
す

鷺
伝
右
衛
門
派
の
享
保
保
教
本
は
「
是
ハ
此
他
デ
隠カ
ク
レモ
ナ
イ
大
果
報
ノ
者
デ
御
座
ル
」、
常

磐
松
文
庫
本
は
「
大
果
報
の
者
て
御
座
る
」
と
名
乗
る
。
長
府
伝
承
本
で
あ
る
浜
田
本（
２
）も
常

磐
松
文
庫
本
に
同
じ
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
の
寛
政
有
江
本
は
「
罷
出
た
る
者
ハ
此
隣
て
大
果
報
の
者
て
御
座
ル
」、

杭
全
本
は
「
大
果
報
ノ
者
テ
コ
サ
ル
」（
安
永
森
本
も
同
じ
）、
安
政
賢
通
本
は
「
大
果
報
の

者
で
ご
ざ
る
」（
賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
）と
名
乗
る
。

　

大
蔵
流
弥
右
衛
門
派
の
虎
明
本
は
「
罷
出
た
る
者
は
、
此
あ
た
り
に
か
く
れ
も
な
い
、
大

く
わ
ほ
う
の
者
で
御
ざ
る
」、
虎
寛
本
も
同
じ
く
「
罷
出
た
る
者
は
、
此
当
り
に
か
く
れ
も

な
い
、
大
果
報
の
者
で
御
ざ
る
」、
山
本
東
本
は
「
こ
の
あ
た
り
に
隠
れ
も
な
い
、
大
果
報

の
者
で
ご
ざ
る
」、
茂
山
真
一
本
は
「
大
果
報
の
者
で
ご
ざ
る
」
と
名
乗
る
。
大
蔵
八
右
衛

門
派
の
伊
藤
源
之
丞
本
は
「
大
く
わ
ほ
う
の
者
で
御
座
る
」
と
あ
り
、
虎
光
本
も
同
じ
。

　

和
泉
流
の
天
理
本
は
「
是
は
在
所
の
者
」
と
名
乗
る
。
和
泉
家
古
本
は
「
名
乗
・
目
近
米

骨
ト
同
シ
」
と
あ
る
の
で
、
同
本
「
目
近
米
骨
」
を
見
る
と
「
う
と
く
な
る
者
ト
名
乗
」
と

あ
る
。
古
典
文
庫
本
は
「
大
果
報
者
」
と
名
乗
る（
狂
言
集
成
本
も
同
じ
）。
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刀　

扇　

花ハ
ナ
ヤ
カ皃
ニ
出
立
吉
」
と
あ
る
。
ま
た
常
磐
松
文
庫
本
に
も
「
素
袍　

段
の
し
め　

小

サ
刀　

折
烏
帽
子　

扇
」
と
あ
る
。
大
蔵
流
の
虎
寛
本
に
は
「
一　

着
付
紅
段
の
し
め　

一

す
ほ
ふ
村
が
け
類
に
て
も　

一　

折
え
ぼ
し　

一　

少
サ
刀　

一　

扇
子
」
と
あ
る
。
山
本

東
本
は
「
折
烏
帽
子
・
素
袍
上
下
・
着
付

－

紅
段
熨
斗
目
・
小
サ
刀
」
と
す
る
。
大
蔵
八
右

衛
門
派
の
伊
藤
源
之
丞
本
に
は
「
シ
テ　

大
名　

常
の
ご
と
し
」
と
あ
る
の
み
。
和
泉
流
の

和
泉
家
古
本
に
は
「
シ
テ
「
折
烏
帽
子　

ス
ハ
ウ
」、
古
典
文
庫
本
に
は
「
着
付
紅
入
大
段
熨
斗
目　

素
袍
長
袴
但
襟
ヲ
着
付
ニ
縫
付
置
ヘ
シ　

後
ニ
肩
ヲ
ヌ
グ
為
ナ
リ　

折
烏
帽
子
但
前
髪
ノ
者
ハ
小
結
ヲ
用
ユ　

額
ヲ
直
シ
タ

ル
者
ハ
大
人
ニ
同
シ　

小
サ
刀　

扇
持　

但
二
ツ
襟
」
と
あ
る
。
狂
言
記（
巻
三
目
録
）に
は
、「
大

名　

立
烏
帽
子　

素
袍
袴　

小
さ
刀
」
と
あ
り
、
挿
絵
で
は
剣
先
烏
帽
子
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
大
蔵
流
・
鷺
流
の
江
戸
初
期
段
階
で
の
装
束
は
不
明
で
あ
る
が
、
江
戸

中
期
な
い
し
後
期
に
は
、
明
ら
か
に
折
烏
帽
子
を
用
い
て
い
た
。
和
泉
流
で
は
和
泉
家
古
本

の
段
階
か
ら
折
烏
帽
子
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
現
行
大
蔵
流
・
和
泉
流
で
は
、「
末
広
が
り
」（
及
び
主
人
を
果
報
者
と
す
る
曲

全
般
）の
主
人
は
、
基
本
的
に
常
の
大
名
の
出
立
と
の
差
別
化
を
図
り
、
折
烏
帽
子
を
用
い

る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
大
蔵
八
右
衛
門
派
の
伊
藤
源
之
丞
本
と
狂
言
記
で
あ
る
。
こ
の

両
本
で
は
、
い
ず
れ
も
常
の
大
名
と
同
じ
扱
い
で
、
少
な
く
と
も
狂
言
記
で
は
折
烏
帽
子
は

使
わ
れ
て
い
な
い（
挿
絵
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
は
明
白
で
あ
る
）。
ち
な
み
に
、
江
戸
前

期
頃（
十
七
世
紀
後
半
）の
制
作
と
推
定
さ
れ
る
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
狂
言
絵（
５
）』「
す
へ

ひ
ろ
か
り（
末
広
が
り
）」
の
図
で
は
、
主
人
は
洞
烏
帽
子
を
着
け
て
お
り
、
常
の
大
名
と
同

じ
出
立
で
あ
る
。
江
戸
前
期
に
は
こ
の
よ
う
な
扮
装
が
あ
り
得
た
こ
と
の
一
証
左
に
な
ろ
う（
６
）。

　

山
口
鷺
流
で
は
、
先
述
の
よ
う
に
常
の
大
名
と
同
じ
く
洞
烏
帽
子
を
用
い
て
お
り
、
あ
た

か
も
果
報
者
と
し
て
差
別
化
さ
れ
る
以
前
の
古
風
な
か
た
ち
を
残
す
か
に
見
え
る
。
そ
れ
は

「
隠
れ
も
無
い
大
名
で
す
」
と
い
う
名
乗
り
と
も
連
動
す
る
が
、
こ
れ
も
先
に
見
た
よ
う
に
、

春
日
本
で
は
「
大
果
報
の
者
」
と
名
乗
っ
て
い
た
。
春
日
庄
作
の
時
代
に
は
そ
の
名
乗
り
に

合
わ
せ
て
、（
享
保
保
教
本
・
常
磐
松
文
庫
本
の
装
束
付
の
よ
う
に
）折
烏
帽
子
を
用
い
て
い

た
の
で
は
な
い
か（
７
）。「
末
広
が
り
」
の
主
人
の
出
立
に
関
し
て
は
、
山
口
鷺
流
の
元
祖
・
春

日
庄
作
と
そ
の
弟
子
た
ち
と
の
間
に
伝
承
の
断
絶
が
あ
り
、
結
果
的
に（
名
乗
り
を
含
め
て
）

常
の
大
名
の
類
型
に
従
っ
た
可
能
性
を
考
え
て
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

【
蔵
の
内
の
様
子
】

　

主
人
は
、
末
広
が
り
を
宿
老
た
ち
へ
の
進
物
に
し
た
い
の
で
、
そ
れ
が
蔵
の
中
に
あ
る
か

ど
う
か
太
郎
冠
者
に
尋
ね
る
。

　
　

身
が
蔵
の
内
に
末
広
り
ト
名
代
の
打
た
書
附
の
有
る
物
ナ
無
い
か

鷺
伝
右
衛
門
派
の
享
保
保
教
本
は
「
某
ノ
蔵ク
ラ

ノ
内
ニ
末
ス
ヘ
ヒ
ロ
カ
リ
広
ト
外ゲ
ダ
イ題
ノ
有
ル
物
ハ
ア
ル
カ
」、

常
磐
松
文
庫
本
は
「
身
か
蔵
の
内
に
末
広
か
り
と
外
題
の
打
た
物
ハ
な
い
か
」
、
浜
田
本
は

「
身
共
か
蔵
の
内
に
末
広
が
り
と
書
付
の
有
物
は
な
い
か
や
い
」
と
言
う
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
の
寛
政
有
江
本
は
「
そ
れ
に
就
て
い
つ
も
上
座
の
御
宿
老
中
に
ハ
末
広
か

り
を
進
上
申
か
そ
れ
ハ
有
ル
か
な　

御
倉
の
内
ハ
私
の
悉
存
て
御
座
ル
か
末
広
か
り
め
い
た

物
ハ
御
座
り
ま
せ
ぬ
」、
杭
全
本
は
「
夫
ニ
付
テ
上
座
ニ
御
座
ル
御
宿
老
中
ヘ
ハ
定
ツ
テ
末

広
カ
リ
ヲ
一
本
宛
進
上
申
カ
是
ハ
有
フ
カ
ナ　

コ
ナ
タ
ノ
御
蔵
ノ
内
ヲ
ハ
私
ノ
悉
ク
存
テ
ヲ

リ
マ
ス
ル
カ
末
広
カ
リ
ト
外
題
ノ
打
タ
物
ハ
御
座
リ
マ
セ
ヌ
」（
安
永
森
本
も
同
じ
）、
安
政

賢
通
本
は
「
シ
テ
…
上
座
に
ご
ざ
る
お
宿
老
中
へ
は
定
ま
つ
て
末
広
が
り
を
一
本
づ
つ
進
上

申
す
が
、
こ
れ
は
あ
ら
う
か
な
。
太
郎
冠
者
こ
の
御
蔵
の
内
を
ば
私
の
こ
と
〴
〵
く
よ
う
存

じ
て
ゐ
ま
す
る
が
、末
広
が
り
め
い
た
物
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
」（
賢
茂
五
番
綴
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）

と
言
う
。

　

大
蔵
流
の
虎
明
本
は
「
…
上
座
に
御
ざ
る
お
宿
老
に
、
す
ゑ
ひ
ろ
が
り
を
し
ん
ず
る
が
、

す
ゑ
ひ
ろ
が
り
は
身
が
蔵
に
は
な
い
か
」、虎
寛
本
は
「
夫
な
ら
ば
上
座
に
御
ざ
る
御
宿
老
へ
、

末
ひ
ろ
が
り
を
進
上
申
う
と
お
も
ふ
が
、
某
が
道
具
の
内
に
す
ゑ
広
が
り
が
有
る
か
」、
山

本
東
本
「
身
が
道
具
の
う
ち
に
末
広
が
り
が
あ
る
か
」、
茂
山
真
一
本
「
身
が
道
具
の
う
ち

に
そ
の
末
広
が
り
が
あ
る
か
」
と
言
う
。

　

大
蔵
八
右
衛
門
派
の
伊
藤
源
之
丞
本
は
「
夫
な
ら
ば
末
広
が
り
を
引
手
物
に
せ
う
と
お
も

ふ
が
、
身
が
蔵
に
あ
る
か
」、
虎
光
本
は
「
夫
な
れ
ば
と
て
も
の
事
ニ
、
上
座
ニ
御
座
ル
御

宿
老
ニ（
御
宿
老
へ
は
）末
広
が
り
を
進
上
申
う
と
思
ふ
が
、
身
が
道
具
の
内
ニ
末
広
が
り
が

有
ル
か
」
と
言
う
。

　

和
泉
流
の
天
理
本
は
「
シ
テ
末
ひ
ろ
が
り
の
事
を
云
」
と
記
す
の
み
。
和
泉
家
古
本
も
「
右

ノ
テ
イ
云
テ
都
へ
買
に
行
ト
云
テ
」
と
あ
る
の
み
。
古
典
文
庫
本
は
「
扨
い
つ
も
一
族
達
へ

お
節
を
申
す　

上
座
に
ご
ざ
る
お
方
へ
は
嘉
例
で
末
広
が
り
を
進
上
す　

其
用
意
は
あ
つ
た

か
い
な
あ
」、
狂
言
集
成
本
は
「
い
つ
も
嘉
例
で
節
を
致
す
。
上
座
に
ご
ざ
る
お
方
へ
は
末

広
が
り
を
進
上
致
す
。
何
と
そ
の
用
意
が
あ
る
か
」
と
言
う
。

　

狂
言
記
は
、
蔵
に
あ
る
か
問
う
こ
と
な
し
。
天
正
狂
言
本
は
「
い
か
に
も
た
か
ひ
末
ひ
ろ

か
り
か
ふ
て
こ
よ
」
と
あ
る
の
み
。

　

春
日
本
の
せ
り
ふ
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
諸
本
、
と
り
わ
け
常
磐
松
文
庫
本
に
近
く
、
浜
田
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本
と
共
通
す
る
表
現
も
認
め
ら
れ
る
。
鷺
仁
右
衛
門
派
は「
御
蔵
の
内
」に
言
及
す
る
も
の
の
、

表
現
は
異
な
る
。
他
流
で
「
蔵
」
に
触
れ
る
の
は
大
蔵
虎
明
本
・
伊
藤
源
之
丞
本
の
み
で
あ
る
。

【
末
広
が
り
の
値
段
】

　

末
広
が
り
を
買
い
に
都
へ
行
っ
た
太
郎
冠
者
は
、
出
会
っ
た
す
っ
ぱ
に
言
葉
巧
み
に
だ
ま

さ
れ
、
古
傘
を
売
り
つ
け
ら
れ
る
。
そ
の
値
段
を
聞
く
と
、
す
っ
ぱ
は
「
弐
百
疋
で
御
座
る
」

と
言
う
。

　

鷺
伝
右
衛
門
派
の
享
保
保
教
本
は
「
二
百
疋
テ
ヲ
リ
ヤ
ル
」
と
あ
り
、
注
記
に
「
昔
ハ

二
百
疋
今
ハ
二
万
疋
ト
云　

二
万
疋
ト
云
時
ハ
高
直
ナ
万
疋
ニ
マ
ケ
テ
下
サ
レ
イ
ト
云　

口

伝
」
と
あ
る
。
常
磐
松
文
庫
本
・
浜
田
本
も
「
二
百
疋
」
と
す
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
で
は
、
寛
政
有
江
本
「
弐
百
疋
て
御
座
ル
」
と
あ
り
、
以
下
、
安
永
森
本
・

杭
全
本
・
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
す
べ
て
「
二
百
疋
」
で
あ
る
。

　

大
蔵
流
弥
右
衛
門
派
で
は
、
虎
明
本
に
「
さ
だ
ま
つ
て
百
疋
で
お
じ
や
る
」
と
あ
る
が
、

虎
寛
本
以
下
、
山
本
東
本
・
茂
山
真
一
本
の
よ
う
な
現
行
台
本
で
は
「
五
百
疋
」
と
な
る
。

一
方
、大
蔵
八
右
衛
門
派
の
伊
藤
源
之
丞
本
は
「
万
疋
」
と
高
額
で
あ
り
、虎
光
本
は
「
五
百

疋
」
で
あ
る
。

　

和
泉
流
で
は
、天
理
本
「
定
而
百
疋
じ
や
」、和
泉
家
古
本
「
何
モ
目
近
ノ
コ
ト
ク
也
」（
同

本
「
目
近
米
骨
」
に
は
「
い
つ
れ
も
二
百
疋
し
や
ト
云
」
と
あ
る
）、
古
典
文
庫
本
「
千
疋
」、

狂
言
集
成
本
「
万
疋
」
と
あ
る
。

　

狂
言
記
は
、す
っ
ぱ
が
「
万
疋
で
お
り
や
る
」
と
言
う
が
、太
郎
冠
者
は
値
切
っ
て
、す
っ

ぱ
に
「
五
百
抜
い
て
進
じ
よ
」
と
言
わ
せ
る
。
天
正
狂
言
本
は
、値
段
に
つ
い
て
の
記
述
な
し
。

　

江
戸
初
期
の
虎
明
本
や
天
理
本
は
「
百
疋
」
と
す
る
が
、
そ
れ
以
降
高
額
に
な
る
傾
向
が

見
ら
れ
る
。
現
行
大
蔵
流
は
そ
れ
で
も
「
五
百
疋
」
で
あ
る
が
、
和
泉
流
三
宅
派
の
狂
言
集

成
本
は
、「
万
疋
」
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、「
万
疋
」
と
い
う
高
値
は
狂
言
記
や
伊
藤
源
之

丞
本
に
も
見
え
る
。

　

春
日
本
の
「
弐
百
疋
」
は
、
鷺
流
両
派
と
一
致
す
る
。
現
行
大
蔵
流
・
和
泉
流
と
比
し
て

も
低
額
で
あ
り
、
そ
れ
ら
よ
り
は
古
態
を
示
す
と
い
え
よ
う
か
。『
言
継
卿
記
』
永
禄
七
年

四
月
二
十
三
日
条（
８
）に
、

土
御
門
に
て
申
付
扇
三
本
表
金
、
裏
墨
絵
、
十
疋
宛
、
出
来
到
、（
中
略
）
土
佐
刑
部
大
輔

に
申
付
之
扇
、
末
広
、
両
金
、
十
疋
半
一
本
、
小
扇
両
金
、
十
疋
宛
、
三
本
、
以
上
四
本
出
来
到

と
あ
り
、
末
広
の
扇
一
本
が
「
十
疋
半
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
両
金
」
と
は
、

扇
の
地
紙
が
表
裏
と
も
に
金
地
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
十
疋
」
と
す
る
常
の
扇
や
小

扇
よ
り
は
や
や
高
価
で
あ
る
が
、
狂
言
で
い
う
価
格
に
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
安
い
。
こ
の
記

事
に
い
う
「
十
疋
半
」
が
室
町
後
期
の
相
場
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
本
曲
の
す
っ
ぱ
は
、

そ
れ
に
比
し
て
法
外
な
高
値
を
ふ
っ
か
け
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

【
三
条
の
大
黒
屋
】

　

春
日
本
で
は
、
す
っ
ぱ
が
代
金
の
支
払
い
場
所
を
指
定
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　

此
方
ハ
三
条
之
辻
の
大
黒
や
を
御
存
シ
か

鷺
伝
右
衛
門
派
は
、
享
保
保
教
本
「
ウ
リ
テ
三
条
ノ
大
黒
屋
テ
請
取
マ
セ
ウ
」、
常
磐
松
文
庫

本
「
そ
な
た
ハ
三
條
の
辻
の
大
黒
屋
を
御
存
か
」、
浜
田
本
「
こ
な
た
ハ
三
条
の
辻
の
大
黒

屋
を
御
存
じ
か
」
と
あ
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
も
、
寛
政
有
江
本
に
「
三
条
の
大
極（
黒
）屋
て
請
取
ま
せ
う
」
と
あ
る
他
、

安
永
森
本
・
杭
全
本
・
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
と
も
に
、
同
じ
せ
り
ふ
が
あ
る
。

　

大
蔵
流
は
、
虎
明
本
に
「
三
条
も
が
り
や
で
請
取
ま
せ
う
」
と
あ
る
が
、
同
本
「
張
蛸
」

で
は
、「
三
条
の
大
こ
く
や
で
渡
し
ま
ら
せ
う
」
と
太
郎
冠
者
が
言
う
。
ま
た
同
本
「
目
近

籠
骨
」
で
も
「
三
条
の
大
極
や
で
う
け
と
り
ま
ら
せ
う
」
と
す
っ
ぱ
が
言
う
。
し
か
し
、
虎

寛
本
・
山
本
東
本
・
茂
山
真
一
本
は
、
支
払
場
所
を
一
切
言
わ
な
い
。
大
蔵
八
右
衛
門
派
の

伊
藤
源
之
丞
本
も
支
払
場
所
を
言
わ
な
い
が
、
虎
光
本
は
「
三
条
の
大
黒
や
を
御
存
か
」
と

す
っ
ぱ
が
言
う
。

　

和
泉
流
で
は
、
天
理
本
に
「
代
物
の
渡
や
う
、
い
つ
も
の
ご
と
く
」
と
あ
る
の
で
、
同
本

「
鎧
」
を
見
る
と
、「
代
物
は
三
条
の
む
が
り
屋
で
わ
た
さ
う
」
と
あ
る
。
和
泉
家
古
本
は
「
代

物
ノ
渡
シ
所（
中
略
）何
モ
目
近
ノ
コ
ト
ク
也
」
と
あ
る（
同
本
「
目
近
米
骨
」
も
「
代
物
ノ

渡
シ
所
―
暇
乞
常
ノ
コ
ト
ク
」）。
古
典
文
庫
本
は「
代
物
はタ

三
條
の
大
黒
屋
で
渡
し
ま
せ
う
」

（
狂
言
集
成
本
も
同
じ
）と
あ
る
。

　

狂
言
記
は
「
三
条
の
布
袋
屋
で
渡
し
ま
せ
う
」
と
あ
る
。
天
正
狂
言
本
に
は
、
こ
の
件
、

記
述
な
し
。

　
「
三
条
之
辻
の
大
黒
や
」
と
す
る
春
日
本
と
一
致
す
る
の
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
の
常
磐
松

文
庫
本
・
浜
田
本
で
あ
る
。
鷺
仁
右
衛
門
派
諸
本
に
も
「
大
黒
屋
」
は
見
え
る
が
、
表
現
は

や
や
異
な
る
。
大
蔵
流
は
虎
明
本
に
「
三
条
も
が
り
や
」
が
見
え
る（
そ
れ
に
似
た
「
三
条

の
む
が
り
屋
」
は
天
理
本
「
鎧
」
に
あ
る
）が
、
江
戸
後
期
か
ら
現
行
台
本
に
か
け
て
、
支

払
場
所
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
大
蔵
八
右
衛
門
派
の
虎
光
本
に
は「
三
條
の
大
黒
屋
」

が
見
え
る
。
和
泉
流
は
、
江
戸
初
期
の
時
点
か
ら
何
ら
か
の
支
払
場
所
を
言
っ
て
い
た
よ
う

で
、
現
行
は
「
三
条
の
大
黒
屋
」
で
あ
る
。
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【
囃
子
物
を
教
え
る
】

　

す
っ
ぱ
は
、
帰
ろ
う
と
す
る
太
郎
冠
者
を
呼
び
止
め
、
主
人
の
機
嫌
の
悪
い
時
に
、
そ
の

機
嫌
を
直
す
囃
子
物
を
教
え
る
。

傘カ
サ

を
さ
す
成
る
春
日
山
是
も
神
の
ち
か
い
と
て
人
か
傘
を
さ
す
な
ら
バ
我
も
か
さ
を
さ

そ
ふ
よ
ウ
ち
や
り
り
や
ら
り
り
り
や
れ
と
お
し
や
れ

鷺
伝
右
衛
門
派
で
は
、
享
保
保
教
本
「
笠
ヲ
サ
ス
ナ
ル
春
日
山
是
モ
神
ノ
誓チ
カ
イト

テ
人
カ
笠
ヲ

サ
ス
ナ
ラ
ハ
我
モ
笠
ヲ
サ
ソ
ウ
ヨ
チ
ヤ
リ
リ
ヤ
ラ
リ
リ
ヤ
ラ
ト
ヲ
シ
ヤ
レ
」、
常
磐
松
文
庫

本
「
傘
を
さ
す
成
春
日
山
是
も
神
の
誓
と
て
人
か
傘
を
さ
す
な
ら
ば
我
も
傘
を
さ
そ
ふ
よ　

チ
ヤ
リ
ラ
ラ
リ
ラ
ラ
と
い
ふ
こ
と
て
お
り
や
る
」、
浜
田
本
「
傘
を
さ
す
な
る
春
日
山
こ
れ

も
神
の
ち
か
い
と
て
人
か
傘
を
さ
す
な
ら
バ
我
も
傘
さ
そ
う
よ
ち
や
り
り
や
ら
り
り
や
れ
と

お
し
や
れ
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
で
は
、
寛
政
有
江
本
「
笠
を
さ
す
な
る
春
日
山　

是
も
神
の
ち
か
い
と
て

人
か
か
さ
を
さ
す
な
ら
は
我
も
笠
を
さ
そ
う
よ　

ち
や
り
や
ら
り
や
ら
〳
〵
」、杭
全
本
「
笠

ヲ
サ
ス
ナ
ル
カ
ス
カ
山
是
モ
神
ノ
誓
ヒ
ト
テ
人
カ
笠
ヲ
サ
ス
ナ
ラ
ハ
我
モ
笠
ヲ
サ
ソ
ウ
ヨ　

チ
ヤ
ア
リ
ラ
ヽ
〳
〵
ト
云
コ
ト
テ
ヲ
リ
ヤ
ル
」（
安
永
森
本
も
ほ
ぼ
同
じ
。
た
だ
し
「
チ
ヤ

ア
リ
ラ
ヽ
〳
〵
」
は
言
わ
な
い
）、
安
政
賢
通
本
「
傘
を
さ
す
な
る
春
日
山
。
こ
れ
も
神
の

ち
か
ひ
と
て
人
が
傘
を
さ
す
な
ら
ば
、
我
も
傘
を
さ
さ
う
よ
。
ち
や
あ
り
ら
ら
り
ら
ら
と
言

ふ
事
で
お
り
や
る
」（
賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
）と
あ
る
。

　

大
蔵
流
は
、
虎
明
本
「
笠
を
さ
す
な
る
春
日
山
、
是
も
神
の
ち
か
ひ
と
て
、
人
が
笠
を
さ

す
な
ら
は
我
も
か
さ
を
さ
そ
ふ
よ
、
げ
に
も
さ
あ
り
、
や
よ
う
が
り
も
さ
う
よ
の
」、
虎
寛

本
「
笠
を
さ
す
な
る
春
日
山
〳
〵
。
是
も
神
の
誓
ひ
と
て
、
人
が
か
さ
を
さ
す
な
ら
、
我
も

傘
を
指
う
よ
。
げ
に
も
さ
あ
り
、
や
よ
う
か
り
も
さ
う
よ
の
」
と
あ
り
、
現
行
の
山
本
東
本
、

茂
山
真
一
本
も
ほ
ぼ
同
じ（
た
だ
し
「
笠（
傘
）を
さ
す
な
る
春
日
山
」
の
返
し
な
し
）。

　

大
蔵
八
右
衛
門
派
の
伊
藤
源
之
丞
本
・
虎
光
本
も
右
に
同
じ（
た
だ
し
、
虎
光
本
の
う
ち

山
岸
本
・
宮
島
本
は
、
囃
子
詞
が
「
実
ニ
も
左
あ
り
、
ヤ
ヨ
実
に
も
左
右
よ
の
」
と
な
っ
て

い
る（
関
西
大
学
図
書
館
蔵
橋
本
賀
十
郎
転
写
本
は
、
傍
線
部
「
や
よ
が
り
も
」）。

　

和
泉
流
の
天
理
本
は
「「
笠
を
さ
す
な
る
」
を
お
し
ゆ
る
」
と
あ
る
の
み
。
和
泉
家
古
本

も
「
ヨ
ヒ
帰
シ
テ
拍
子
物
ヲ
オ
シ
ユ
ル
事
―
暇
乞
何
モ
目
近
ノ
コ
ト
ク
也
」
と
あ
る
。
古
典

文
庫
本
は
「
末
「
竊
に
を
し
へ
う　

是
へ
よ
ら
し
ま
せ　
ア
ト
「
心
得
ま
し
た　
ト
云
テ
二
人
ト
モ

真
中
ヘ
ヨ
リ
売
人
太
郎
ノ
左
ノ
耳
ノ
ハ
タ
ヘ
ヨ
リ
サ
ヽ
ヤ
ク
体
シ
テ　

と
い
ふ
て　
ア
ト
「
ハ
ア　
二
人
ト
モ
本
坐
ヘ
戻

リ
向
合　
末
「
拍
子
に
か
ゝ
つ
て
如
何
に
も
浮
に
う
い
て
は
や
さ
し
ま
せ　

其
侭
御
機
嫌
が
直

る
ぞ
」
と
、
す
っ
ぱ
が
太
郎
冠
者
の
耳
に
さ
さ
や
く
。
狂
言
集
成
本
は
「
笠
を
さ
す
な
る
春

日
山
。
こ
れ
も
神
の
誓
と
て
。
人
が
笠
を
さ
す
な
ら
。
我
も
笠
を
さ
ゝ
う
よ
。
げ
に
も
さ
あ

り
。
や
よ
。
が
り
も
さ
う
よ
の
」
と
教
え
る
。

　

狂
言
記
は
「
か
う
お
し
や
つ
た
が
よ
う
お
ぢ
や
ろ
」
と
あ
り
、
囃
子
物
の
詞
章
を
言
う
こ

と
な
し
。
天
正
狂
言
本
は
「
御
笠
山
〳
〵
人
か
笠
を
さ
す
な
ら
は
我
も
笠
を
さ
さ
う
よ
と
お

し
ゆ
る
」
と
あ
る
。

　

春
日
本
は
、
囃
子
物
の
囃
子
詞（「
げ
に
も
さ
あ
り
、
や
よ
が
り
も
さ
う
よ
の
」）の
代
わ
り

に
「
ち
や
り
り
や
ら
り
り
り
や
れ
」
と
い
い
加
減
な
詞
を
付
け
加
え
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る

（
山
口
鷺
流
の
現
行
台
本
で
あ
る
河
野
本
に
は
「
チ
ヤ
リ
リ
ヤ
リ
ヤ
リ
リ
ヤ
リ
ヤ
」
と
あ
る
）

が
、
こ
れ
は
鷺
流
両
派
と
基
本
的
に
共
通
す
る
。
大
蔵
流
・
和
泉
流
に
は
、
こ
の
よ
う
な
お

ど
け
た
詞
は
一
切
見
当
た
ら
な
い
。
な
お
、
狂
言
記
は
こ
こ
で
囃
子
物
の
詞
章
を
言
わ
な
い

が
、
古
典
文
庫
本
の
よ
う
に
、
太
郎
冠
者
の
耳
に
さ
さ
や
く
体
を
し
た
か
。

【
す
っ
ぱ
の
名
前
】

　

春
日
本
で
は
、
す
っ
ぱ
が
太
郎
冠
者
に
名
を
聞
か
れ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
答
え
る
。

イ
ヤ
某
シ
ハ
都
て
も
又
（
マ
マ
）居

者
じ
や
と
有
ツ
テ
三
条
の
辻
の
亦
タ
九
郎
左
衛
門
と
御
た
づ

に
や
れ

鷺
伝
右
衛
門
派
の
享
保
保
教
本
は
「
某
ハ
都
テ
モ
隠
レ
モ
ナ
イ
全マ
タ
イ者
シ
ヤ
ト
ア
ツ
テ
三
条
ノ

辻
テ
皆
人
御
存
ノ
又
九
郎
左
衛
門
ト
申　

重
テ
御ヲ
ノ
ホ登
リ
ヤ
ツ
タ
ラ
ハ
御ヲ

尋タ
ツ

ニ
ヤ
レ
」、
常
磐

松
文
庫
本
は
「
身
共
ハ
都
に
取
つ
て
も
ま
た
い
物
じ
や
と
有
て
三
条
の
辻
で
又
九
郎
左
衛
門

と
申
」、
浜
田
本
は
「
い
や
某
は
都
て
も
ま
た
い
者
ぢ
や
と
あ
つ
て
三
条
の
辻
の
又
九
郎
左

衛
門
と
お
尋
ね
あ
れ
」
と
あ
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
の
寛
政
有
江
本
は
「
某
ハ
三
条
の
津
て
ま
た
い
者
し
や
と
有
て
又
九
郎
左

衛
門
と
申　

重
て
上
ら
し
ま
し
た
ら
ハ
尋
を
待
ま
す
る
そ
」、
杭
全
本
「
某
ノ
名
ハ
三
條
ノ

辻
テ
マ
タ
イ
ト
有
ツ
テ
又
九
郎（
マ
マ
）衛

門
ト
申
程
ニ
重
テ
ノ
ヲ
登
リ
ニ
ワ
必
御
尋
ヲ
待
マ
ス
ル

ソ
」（
安
永
森
本
も
同
じ
）、
安
政
賢
通
本
「
三
條
の
辻
で
待
た
い
と
あ
つ
て
、
又
九
郎
左
衛

門
と
申
す
程
に
、
重
ね
て
の
お
上
り
に
は
必
ら
ず
お
尋
ね
を
待
ち
ま
す
る
ぞ
」（
賢
茂
五
番

綴
本
も
同
じ
）と
あ
る
。

　

大
蔵
流
の
虎
明
本
は
「
三
条
の
又
九
郎
左
衛
門
と
お
た
づ
に
や
れ
」
と
あ
り
、
同
本
「
目

近
籠
骨
」
に
は
「
身
共
は
、
ま
た
ひ
者
じ
や
に
依
て
、
三
条
の
又
九
郎
左
衛
門
と
申
、
か
な

ら
ず
お
尋
に
や
れ
」
と
あ
る
。
虎
寛
本
・
山
本
東
本
・
茂
山
真
一
本
で
は
、
す
っ
ぱ
は
名
乗

ら
な
い
。
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大
蔵
八
右
衛
門
派
の
伊
藤
源
之
丞
本
に
は「
ア
ド「
三
条
通
又
九
郎
左
衛
門
」と
云
」と
あ
る
。

な
お
、
同
本
「
隠
笠
」
に
「
某
が
名
は
、
五
条
通
り
に
お
い
て
又
九
郎
左
衛
門
と
お
尋
に
や

れ
。」、「
目
近
」
に
「
ア
ド
「
五
条
通
り
に
於
て
又
九
郎
左
衛
門
と
お
尋
に
や
れ
。」、「
宝
の
槌
」

に
「
ア
ド
「
三
条
通
又
九
郎
左
衛
門
也
。」
と
あ
る
。
虎
光
本
で
は
、
す
っ
ぱ
は
名
乗
ら
な
い
。

　

和
泉
流
で
は
、天
理
本
以
下
、和
泉
家
古
本
・
古
典
文
庫
本
・
狂
言
集
成
本
に
お
い
て
、す
っ

ぱ
は
名
乗
ら
な
い
。
狂
言
記
も
同
様
。
天
正
狂
言
本
に
は
、
す
っ
ぱ（「
た
ら
し
」
と
す
る
）

の
名
に
つ
い
て
は
記
述
な
し
。

　
「
又
九
郎
左
衛
門
」
の
名
は
、
鷺
流
両
派
の
他
は
、
大
蔵
流
の
虎
明
本
及
び
伊
藤
源
之
丞

本
に
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
大
蔵
流
で
も
、
弥
右
衛
門
派
・
八
右
衛
門
派
と
も
に
、
江
戸
後

期
に
は
不
要
の
要
素
と
見
な
さ
れ
た
か
、
そ
の
名
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

　

佐
竹
昭
広
氏
は
、
か
つ
て
春
日
本
を
用
い
て
、「
又
九
郎
左
衛
門
」
が
「
ま
た
い
」（「
正

直
な
、律
儀
な
」
の
意
）を
き
か
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た（
９
）。

こ
の
「
ま
た
い
」

の
意
味
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
鷺
仁
右
衛
門
派
の
江
戸
後
期
の
台
本
は
「
待
た
い
」
の
意
味

に
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
寛
政
有
江
本
及
び
鷺
伝
右
衛
門
派
諸
本
に

は
「
ま
た
い
者
」（
春
日
本
で
は
「
又
居
」
と
、
当
て
字
に
よ
る
表
記
）と
い
う
表
現
が
あ
る

の
で
、
そ
の
意
味
が
正
確
に
理
解
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、「
又
九

郎
左
衛
門
」
と
い
う
名
と
「
ま
た
い
」
と
い
う
言
葉
の
連
関
を
よ
く
残
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
こ
の
す
っ
ぱ
の
名
に
関
し
て
は
、
鷺
流
両
派
に
の
み
残
存
し
た
江
戸
初
期
「
古
態
」
と

い
え
る
で
あ
ろ
う）

（1
（

。

【
主
人
に
よ
る
ざ
れ
絵
の
説
明
】

　

す
っ
ぱ
に
だ
ま
さ
れ
て
古
傘
を
買
っ
て
き
た
太
郎
冠
者
に
対
し
、
主
人
は
「
ざ
れ
絵
」
が

ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

亦
好
ウ
だ
当
世
の
さ
れ
い
（
マ
マ
）と
言
ウ
ハ
た
と
わ
ゝ
表
に
秋
の
草
ヅ
ク
シ
が
書
い
て
も
有
ふ

な
ら
バ
裏
ニ
ハ
か
ら
子
の
た
わ
む
る
ゝ
所
な
ぞ
書
イ
タ
を
当
世
い
の
ざ
れ
い
（
マ
マ
）共

ゆ
お
ふ

つ
れ

鷺
伝
右
衛
門
派
で
は
、
享
保
保
教
本
「
当
世
ノ
サ
レ
絵
サ
ツ
ト
ヽ
云
フ
タ
ハ
絵
所
テ
タ
ト
ヘ

ハ
表ヲ
モ
テニ
ハ
唐
子
ノ
戯
タ
ハ
フ
ル所ヽ
抔
ヲ
書カ
イ

タ
ラ
ハ
裏ウ
ラ

ニ
ハ
春
ノ
野
カ
秋
ノ
野
草
尽ツ
ク
シ抔
ヲ
書カ
イ

タ
ヲ
コ
ソ
サ

レ
絵
ト
モ
云
ハ
フ
ズ
レ
」、
常
磐
松
文
庫
本
「
扨
当
世
の
さ
れ
絵
さ
つ
と
好
ふ
だ
ハ
た（
扇
ヲ

左
り
へ
持
）た
と
ハ
ゞ
表
に
ハ
秋
の
野
の
草
づ
く
し
か
抔
書
て
有
う
成
ハ
裏
に
ハ
唐
子
の
た

わ
む
る
ゝ
体
か
抔
を
か
い
て
こ
そ
当
世
の
さ
れ
絵
と
も
い
わ
れ
う
ず
れ
」、
浜
田
本
「
ま
た

好
う
だ
当
世
の
戯
れ
画
と
云
う
は
例
ゑ
ば
表
に
秋
の
草
づ
く
し
が
書
い
て
も
あ
ろ
う
な
ら
ば

裏
に
は
唐
子
の
戯
む
る
ゝ
所
な
と
書
い
た
を
当
世
の
戯
れ
画
と
も
云
つ
べ
し
」
と
あ
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
で
は
、
寛
政
有
江
本
「
扨
絵
ハ
さ
れ
絵
颯
と
し
た
を
と
云
た
ハ
一
旁
に
秋

野
を
畫カ
キ

た
ら
は
又
一
方
に
ハ
唐
子
の
互
に
さ
れ
や
う
所
な
と
を
画カ
キ

て
こ
そ
さ
れ
絵
と
ハ
い
わ

ふ
す
れ
」、
杭
全
本
「
又
当
世
ノ
サ
レ
絵
サ
ツ
ト
ヽ
好
フ
タ
ワ
一
方
ニ
秋
ノ
野
ヲ
カ
イ
タ
ナ

ラ
ハ
今
一
方
ニ
ハ
唐
子
ノ
互
ニ
サ
レ
逢
躰
抔
ヲ
カ
イ
テ
社
ワ
サ
レ
絵
ト
モ
云
フ
ス
レ
」（
安

永
森
本
も
同
じ
）、
安
政
賢
通
本
「
さ
て
又
当
世
の
戯
れ
絵
ざ
つ
と
と
好
う
だ
は
、
一
つ
方

に
秋
の
野
を
書
い
た
な
ら
ば
、
又
一
つ
方
に
は
唐
子
の
互
に
戯
れ
合
ふ
体
な
ど
を
書
い
て
こ

そ
は
、
戯
れ
絵
と
も
言
は
う
ず
れ
」（
賢
茂
五
番
綴
本
も
ほ
ぼ
同
じ
）と
あ
る
。

　

大
蔵
流
で
は
、
虎
明
本
が
「
ざ
れ
ゑ
と
は
、
た
と
へ
は
松
に
て
も
、
梅
に
て
も
、
ざ
つ
と

か
ひ
た
を
と
い
ふ
事
じ
や
に
…
」
と
あ
る
が
、
虎
寛
本
は
「
ざ
れ
絵
と
云
は
、
或
は
児
・
若

衆
か
な
ど
を
、
ざ
つ
と
書
た
こ
そ
は
ざ
れ
画
な
れ
」、
山
本
東
本
は
「
ま
た
ざ
れ
絵
と
い
う
は
、

あ
る
い
は
児
・
若
衆
か
な
ど
を
、
ざ
れ
絵
ざ
っ
と
書
い
た
こ
そ
ざ
れ
絵
な
れ
」、
茂
山
真
一

本
は
「
さ
て
ま
た
戯
絵
と
い
ふ
は
、
或
い
は
稚
児
・
若
衆
な
ど
を
、
墨
絵
で
さ
っ
と
書
い
た

を
こ
そ
戯
絵
な
れ
」
と
あ
る
。

　

大
蔵
八
右
衛
門
派
の
伊
藤
源
之
丞
本
は
「
又
ざ
れ
絵
ざ
つ
と
ゝ
云
た
は
、春
の
野
に
ち
ご
・

若
衆
達
の
袖
を
引
つ
引
か
れ
つ
被
レ
成
る
を
ざ
れ
絵
と
云
」、
虎
光
本
「
ざ
れ
絵
と
い
ふ
は

此
よ
ふ
な
絵
で
ハ
の
ふ
て
、
児
若
衆
か
或
ハ
唐
子
の
相
撲（
相
撲
を
）取ル処
抔
を
墨
絵
で
ざ
つ

と
書
た
社
ざ
絵れな
れ
」
と
あ
る
。

　

和
泉
流
で
は
、
天
理
本
「
ざ
れ
絵
ざ
つ
と
書
た
と
云
は
、
是
に
春
秋
の
花
づ
く
し
を
か
い

た
り
、
又
一
方
に
は
か
ら
こ
、
い
づ
れ
も
ざ
れ
た
絵
な
ど
を
か
く
を
、
さ
れ
絵
ざ
つ
と
書
た

と
云
」、
和
泉
家
古
本
「
さ
れ
絵
さ
つ
と
書
た
を
と
云
た
は
・
た
と
へ
は
春
秋
の
花
つ
く
し

を
書
た
り
・
又
一
方
に
は
・
か
ら
子
の
ざ
れ
た
所
な
と
を
書
た
を
こ
そ
さ
れ
絵
さ
つ
と
い
へ
」、

古
典
文
庫
本
「
又
ざ
れ
絵
と
い
ふ
ハ
た
と
へ
ば
一
方
に
は
秋
野
の
草
尽
し
を
か
き
又
一
方
に

は
唐
子
な
ん
ど
が
花
に
戯
れ
遊
ふ
処
抔
を
か
い
て
こ
そ
ざ
れ
絵
と
も
い
は
れ
う
ず
れ
」、
狂

言
集
成
本
「
戯
絵
ざ
つ
と
云
ふ
は
。
例
へ
ば
表
に
は
秋
の
野
の
草
尽
し
を
書
き
。
裏
に
は
唐

子
の
戯
る
ゝ
所
を
書
い
た
を
こ
そ
戯
絵
と
云
へ
」
と
あ
る
。

　

狂
言
記
は
、
ざ
れ
絵
の
説
明
な
し
。
天
正
狂
言
本
に
も
記
述
な
し
。

　

鷺
伝
右
衛
門
派
は
、「（
春
の
野
か
）秋
の
野
の
草
尽
く
し
」
と
「
唐
子
の
戯
れ
る
と
こ
ろ
」、

鷺
仁
右
衛
門
派
は
、「
秋
の
野
」と「
唐
子
の
互
い
に
戯
れ
合
う
と
こ
ろ
」と
言
う
。
大
蔵
流
は
、

虎
明
本
が
「
松
・
梅
を
ざ
っ
と
描
い
た
も
の
」
と
す
る
が
、
虎
寛
本
以
下
は
、
お
お
む
ね
絵

柄
は
「
稚
児
・
若
衆
」
と
な
る
。
大
蔵
八
右
衛
門
派
の
虎
光
本
は
、
そ
れ
に
「
唐
子
の
相
撲
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取
る
と
こ
ろ
」
を
加
え
る
。
和
泉
流
は
「
春
・
秋
の
花
・
草
尽
く
し
」
と
「
唐
子
が
戯
れ
る

と
こ
ろ
」
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。

　

春
日
本
の
せ
り
ふ
は
、
全
体
的
に
常
磐
松
文
庫
本
の
表
現
に
近
い
が
、
絵
柄
に
関
し
て
は

浜
田
本
と
一
致
す
る
。
な
お
、
河
野
本
で
は
「
表
に
唐
獅
子
の
戯
る
有
れ
ば
、
裏
に
は
四
季

折
々
の
唐
草
の
書
た
の
で
こ
そ
あ
れ
」
と
、
独
自
の
絵
柄
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
唐
獅

子
」
は
「
唐
子
」
を
読
み
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に）

（（
（

、『
看
聞
日
記
』
永
享
九
年
五
月
九
日
条
に
「
抑
禁
裏
へ
室

町
殿
よ
り
御
扇
十
本
被
進
、
其
絵
面
ニ
ハ
し
や
れ
事
と
も
種
々
書
、
裏
ハ
普
通
之
絵
結
構

也
、
御
乳
人
申
出
令
見
、
し
や
れ
絵
逸
興
也
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
表
に
は
「
し
や
れ
事
」、

裏
に
は
普
通
の
絵
を
描
い
た
扇
が
あ
り
、
そ
の
絵
を
「
し
や
れ
絵
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。「
じ
ゃ
れ
事
」を
描
い
た
の
が「
じ
ゃ
れ
絵
」で
、す
な
わ
ち「
戯
れ
絵
」に
同
じ
。「
即

興
に
、
ざ
っ
と
描
い
た
絵
」（『
時
代
別
国
語
大
辞
典　

室
町
時
代
編
』）の
意
で
あ
る
が
、
そ

の
「
じ
ゃ
れ
事
」
の
具
体
的
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
扇
の
表
裏
の
絵
柄
に
つ
い
て
、

本
曲
で
は
お
お
む
ね
、
一
方
に
「
唐
子
の
戯
れ
る
と
こ
ろ（
戯
れ
事
に
相
当
す
る
か
）」、
一

方
に
「
春
や
秋
の
草
尽
く
し（
普
通
の
画
題
）」
を
描
い
た
も
の
と
す
る
の
は
、『
看
聞
日
記
』

の
記
事
に
い
う
表
裏
の
絵
柄
の
違
い
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

【
主
人
が
太
郎
冠
者
を
呼
び
入
れ
る
】

　

古
傘
を
買
っ
て
き
た
こ
と
に
怒
っ
た
主
人
は
、
太
郎
冠
者
を
追
い
出
す
。
こ
こ
で
太
郎
冠

者
は
、
す
っ
ぱ
に
教
え
ら
れ
た
囃
子
物
を
行
う
。
そ
れ
を
聞
い
て
主
人
は
浮
か
れ
出
し
、
つ

い
に
太
郎
冠
者
を
呼
び
入
れ
る
。
そ
の
際
の
春
日
本
の
せ
り
ふ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

い
か
に
や
い
か
に
太
郎
冠
者
だ
ま
さ
れ
た
る
ハ
に
く
け
れ
ど
は
や
し
物
か
面
白
い
内
江

い
つ
て
鰻
の
す
し
を
ほ
ウ
ほ
ウ
ば
つ
て
諸
白
を
の
め
や
れ

鷺
伝
右
衛
門
派
で
は
、
享
保
保
教
本
「
如
何
ニ
ヤ
如
何
ニ
太
郎
冠
者　

タ
ラ
サ（
マ
マ
）タ
ル
ハ
ニ
ク

ケ
レ
ド
モ
ハ
ヤ
シ
物
ガ
面
白
イ　

内
ヘ
入
ツ
テ
泥ウ
ナ
ギ鰍

ノ
鮨ス
シ

ヲ
ホホ
ウ
ハ
ツテ

諸
白
ヲ
呑
ヤ
レ
」、
常

磐
松
文
庫
本
「
い
か
に
や
〳
〵
太
郎
く
わ
じ
や　

た
ら
さ
れ
た
る
ハ
に
く
け
れ
と
は
や
し
物

が
面
白
ひ　

内
へ
入
て
う
な
き
の
鮓
を
ほ
う
ほ
ふ
ば
つ
て
諸
白
を
の
め
や
れ
」、浜
田
本
「
い

か
に
や
〳
〵
太
郎
冠
者
騙
さ
れ
た
は
憎
け
れ
ど
囃
子
物
が
面
白
い　

内
へ
入
つ
て
鰻
の
鮓
を

ほ
お
頬
張
つ
て
諸
白
を
飲
み
や
れ
」
と
あ
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
で
は
、
寛
政
有
江
本
「
い
か
に
や
〳
〵
太
郎
官
者
ぬ
か
れ
た
ハ
に
く
け
れ

と
拍
子
物
か
面
白　

内
へ
入
て
う
な
き
の
す
し
を
ほ
は
つ
て
諸
白
を
呑
や
れ
」、杭
全
本
「
イ

カ
ニ
ヤ
如
何
ニ
太
郎
官
者
抜
カ
レ
タ
ル
ワ
悪
ク
ケ
レ
ト
囃
子
物
カ
面
白
イ　

内
ヘ
入
ツ
テ
諸

白
ヲ
呑
メ
ヤ
レ
」（
安
永
森
本
も
同
じ
）、安
政
賢
通
本
「
い
か
に
や
い
か
に
太
郎
冠
者
。（
中

略
）ぬ
か
れ
た
る
は
憎
け
れ
ど
、
囃
子
物
が
面
白
い
。
内
へ
入
っ
て
諸
白
を
飲
め
や
れ
」（
賢

茂
五
番
綴
本
も
同
じ
）と
あ
る
。

　

大
蔵
流
は
、
虎
明
本
「
い
か
に
や
〳
〵
太
郎
く
わ
じ
や
、
た
ら
さ
れ
た
は
に
く
け
れ
ど
、

は
や
し
物
が
お
も
し
ろ
ひ
、
う
ち
へ
入
て
、
ど
じ
や
う
の
す
し
を
、ほは
う
、
ば
つ
て
、
も
ろ

は
く
を
く
へ
や
れ
」、
虎
寛
本
「
い
か
に
や
〳
〵
太
郎
冠
者
、
た
ら
さ
れ
た
は
に
く
け
れ
ど
、

は
や
し
物
が
お
も
し
ろ
い
。
内
へ
入
て
、
ど
ぢ
や
う
の
す
し
を
、
ホ
ヲ
ほ
ふ
ば
つ
て
、
諸
白

を
呑
め
や
れ
」（
山
本
東
本
・
茂
山
真
一
本
も
同
じ
）と
あ
る
。

　

大
蔵
八
右
衛
門
派
の
伊
藤
源
之
丞
本
は
、「
い
か
に
や
〳
〵
、
太
郎
官
者
。（
中
略
）ぬ
か

れ
た
ハ
に
く
け
れ
ど
、
は
や
し
物
が
面
白
い
。
内
ゑ
入
て
、
ど
う
（
マ
マ
）じ

や
う
の
す
し
を
、
ほ
う
、

ほ
う
ば
つ
て
、
諸
白
を
呑
や
れ
」（
虎
光
本
も
同
じ
）と
あ
る
。

　

和
泉
流
は
、
天
理
本
「
い
か
に
や
い
か
に
太
郎
く
わ
じ
や
、
ぬ
か
れ
た
る
は
に
く
け
れ
ど

も
、
は
や
し
物
が
お
も
し
ろ
い
、
こ
ち
へ
き
て
、
う
な
ぎ
の
す
し
を
ほ
う
ば
つ
て
、
ひ
ら
の

ざ
け
を
の
め
や
れ
」（
抜
書
も
同
じ
）、
和
泉
家
古
本（
抜
書
）「
い
か
に
や
い
か
に
太
郎
く
わ

じ
や
・
ぬ
か
れ
た
る
は
に
く
け
れ
ど
拍
子
物
が
お
も
し
ろ
い
・
こ
ち
へ
き
て
・
う
な
ぎ
の
す

し
を
ほ
・
ほ
う
ば
つ
て
平
野
酒
を
の
め
や
れ
」、
古
典
文
庫
本
「
い
か
に
や
い
か
に
太
郎
冠

者
ぬ
か
れ
た
は
憎
け
れ
ど
は
や
し
物
が
面
白
い　

先
う
ち
へ
入
て
ど
ぢ
や
う
の
鮓
を
ほ
ほ
ば

つ
て
諸
白
を
の
め
や
れ
」、
狂
言
集
成
本
「
い
か
に
や
い
か
に
太
郎
冠
者
。（
中
略
）ぬ
か
れ

た
は
腹
が
立
て
ど
。
囃
子
物
が
面
白
い
。
先
づ
内
へ
つ
と
入
て
。
鰌
の
鮨
を
頬
張
っ
て
。
諸

白
を
飲
め
か
し
」
と
あ
る
。

　

狂
言
記
は
「
い
か
に
や
〳
〵
太
郎
冠
者
、
買
物
に
抜
か
れ
て
、
囃
子
物
を
す
る
と
も
、
前

代
の
く
せ
物
、
身
が
前
に
は
か
な
ふ
ま
ひ
、（
囃
子
詞
あ
り
）イ
ロ
「
買
物
に
は
抜
か
れ
た
が
、

ま
づ
こ
ち
へ
こ
げ
入
つ
て
、
鰻
の
鮓
を
ば
、
ゑ
い
や
つ
と
ほ
う
ば
つ
て
、
よ
う
か
酒
を
飲
め

か
し
」
と
あ
る
。
天
正
狂
言
本
は
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
記
述
な
し
。

　

鷺
伝
右
衛
門
派
は
、「
鰻
の
鮓
」
と
「
諸
白
」
を
勧
め
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
鷺
仁
右
衛

門
派
の
寛
政
有
江
本
は
、
伝
右
衛
門
派
と
同
様
に
「
鰻
の
鮓
」
と
「
諸
白
」
で
あ
る
が
、
安

永
森
本
・
杭
全
本
・
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
は「
諸
白
」の
み
と
な
る
。
大
蔵
流
は
、「
泥

鰌
の
鮓
」
と
「
諸
白
」、
和
泉
流
は
、「
鰻
の
鮓
」
と
「
平
野
酒（
ま
た
は
諸
白
）」
の
組
み
合

わ
せ
で
あ
る
。
狂
言
記
は
、「
鰻
の
鮓
」
と
「
よ
う
か
酒
」
で
あ
る
。

　

春
日
本
は
、「
鰻
の
鮓
」「
諸
白
」
の
み
な
ら
ず
、他
の
表
現
も
含
め
て
鷺
伝
右
衛
門
派（
及

び
寛
政
有
江
本
）と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
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以
上
に
よ
り
、
春
日
本
「
末
広
が
り
」
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
常
磐
松
文
庫
本
に
近
さ
が
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
長
府
伝
承
本
で

あ
る
浜
田
本
と
も
近
似
す
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
で
、
山
口
鷺
流
の
元
祖
・
春
日
庄
作
の
自
筆
本
が
現
存
す
る
三
十
五
曲
す
べ
て
に
つ

い
て
、
中
央
の
鷺
流
及
び
他
流
・
他
派
の
台
本
と
の
比
較
に
よ
る
系
統
的
分
析
を
終
え
た
。

従
来
、
そ
の
芸
系
か
ら
鷺
伝
右
衛
門
派
の
役
者
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
春
日
庄
作

で
あ
る
が
、
彼
自
身
の
筆
写
し
た
狂
言
も
ま
た
、
こ
の
た
び
の
詞
章
・
演
出
の
系
統
的
分
析

に
よ
り
、
基
本
的
に
鷺
伝
右
衛
門
派
の
系
統
に
属
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
部
分
的
に
は
、
現
存
す
る（
中
央
の
）鷺
伝
右
衛
門
派
諸
本
と
は
必
ず
し
も
一
致

し
な
い
箇
所
が
、
以
下
の
よ
う
に
見
出
さ
れ
た
。

　
「
首
引
」【
ア
ド
の
名
乗
り
か
ら
道
行（
到
着
ま
で
）】【
腹
押
し
の
せ
り
ふ
】

　
「
弐
人
り
袴
」【
聟
が
欲
し
が
る
物
】【
聟
が
腰
に
畳
ん
だ
袴
を
付
け
て
行
く
】

　
「
清
水
」【
鬼
に
な
っ
た
太
郎
冠
者
の
要
求
】

　
「
皸
り
」【
あ
か
が
り
に
つ
い
て
の
狂
歌
】【
天
神
に
誓
う
】

　
「
呼
声
」【
主
人
の
呼
び
声
と
太
郎
冠
者
の
応
答
】

　
「
二
千
石
」【
主
人
の
叱
責
の
言
葉
】

　
「
八
句
連
歌
」【
連
歌
】（
第
三
句
・
第
七
句
）

　
「
大
般
若
」【
巫
女
の
名
ノ
リ
】

　
「
水
汲
新
発
意
」【
小
歌
】（
①
②
③
）

　
「
業
平
餅
」【
和
歌
に
関
す
る
や
り
と
り
が
な
い
】【
餅
を
喉
に
詰
め
る
】

　
「
金
藤
左
衛
門
」【
山
立
の
許
し
状
】

　
「
蝉
」【
次
第
】【
道
行
】【
待
謡
】

　
「
武
悪
」【
幽
霊
に
扮
し
た
武
悪
の
登
場
】【
主
人
か
ら
巻
き
上
げ
る
物
】

　
「
土
筆
」【
結
末
】

　
「
物
ま
ね
」【
太
郎
冠
者
の
行
き
先
】【
烏
と
鶫
、
鳩
と
猫
が
鳴
き
合
う
話
】

　
「
今
参
り
」【
太
郎
冠
者
が
新
参
の
者
に
秀
句
を
教
え
な
い
】

　
「
宮
城
野
」【
大
名
が
赴
く
場
所
】

　
「
靱
猿
」【
大
名
が
外
出
す
る
理
由
】【
猿
歌
・
本
歌
】（
一
部
）

　

右
の
事
例
の
う
ち
、
鷺
流
両
派
は
も
ち
ろ
ん
、
他
流
・
他
派
と
も
異
な
る
独
自
の
も
の
と

し
て
は
、「
皸
り
」【
あ
か
が
り
に
つ
い
て
の
狂
歌
】（
第
一
首
・
第
三
首
）【
天
神
に
誓
う
】、「
呼

声
」【
主
人
の
呼
び
声
と
太
郎
冠
者
の
応
答
】、「
水
汲
新
発
意
」【
小
歌
】（
①
②
③
）、「
業
平
餅
」

【
和
歌
に
関
す
る
や
り
と
り
が
な
い
】、「
金
藤
左
衛
門
」【
山
立
の
許
し
状
】（
寛
政
有
江
本

に
近
い
箇
所
が
あ
る
）、「
蝉
」【
次
第
】【
道
行
】【
待
謡
】、「
武
悪
」【
幽
霊
に
扮
し
た
武
悪

の
登
場
】【
主
人
か
ら
巻
き
上
げ
る
物
】、「
土
筆
」【
結
末
】、「
今
参
り
」【
太
郎
冠
者
が
新

参
の
者
に
秀
句
を
教
え
な
い
】
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

鷺
伝
右
衛
門
派
を
土
台
と
し
な
が
ら
、
独
自
の
工
夫
を
加
え
た
も
の
、
あ
る
い
は
、
誤
伝
・

脱
落
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
は
、「
業
平
餅
」【
餅
を
喉
に
詰
め
る
】（
鷺
伝
右
衛
門

派
の
か
た
ち
に
独
自
の
場
面
を
付
加
）、「
物
ま
ね
」【
烏
と
鶫
、鳩
と
猫
が
鳴
き
合
う
話
】（
鷺

流
両
派
に
近
い
が
独
自
の
順
序
・
表
現
あ
り
）、「
宮
城
野
」【
大
名
が
赴
く
場
所
】（
鷺
流
両

派
か
ら
の
誤
伝
・
脱
落
か
）が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、右
に
は
掲
げ
て
い
な
い
が
、春
日
本
「
参

宮
」
は
「
素
袍
落
」
の
縮
約
的
改
作
で
あ
り
、
鷺
伝
右
衛
門
派
の
「
素
袍
落
」
を
基
と
し
な

が
ら
、
他
に
類
を
見
な
い
独
自
の
台
本
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
鷺
仁
右
衛
門
派
に
近
い
も
の
と
し
て
は
、「
首
引
」【
腹
押
し
の
せ
り
ふ
】、「
皸
り
」

【
あ
か
が
り
に
つ
い
て
の
狂
歌
】（
第
二
首
）（
大
蔵
流
・
和
泉
流
と
も
一
致
）、「
靱
猿
」【
大

名
が
外
出
す
る
理
由
】
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
他
流
と
の
関
係
で
、大
蔵
流
に
一
致
す
る
か
あ
る
い
は
近
い
も
の
と
し
て
は
、「
首

引
」【
ア
ド
の
名
乗
り
か
ら
道
行（
到
着
ま
で
）】【
腹
押
し
の
せ
り
ふ
】（
鷺
仁
右
衛
門
派
、

和
泉
流
三
宅
派
に
も
あ
る
）、「
弐
人
り
袴
」【
聟
が
欲
し
が
る
物
】【
聟
が
腰
に
畳
ん
だ
袴
を

付
け
て
行
く
】、「
二
千
石
」【
主
人
の
叱
責
の
言
葉
】、「
物
ま
ね
」【
太
郎
冠
者
の
行
き
先
】

（
和
泉
流
・
狂
言
記
外
五
十
番
と
も
一
致
）、「
靱
猿
」【
猿
歌
・
本
歌
】（
一
部
）を
指
摘
し
う

る
。
特
に
「
首
引
」【
腹
押
し
の
せ
り
ふ
】
と
「
靱
猿
」【
猿
歌
・
本
歌
】（
一
部
）に
つ
い
て

は
、
大
蔵
八
右
衛
門
派
と
の
近
似
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
大
蔵
流
と
の
近
さ
は
、
長
州
藩
の
抱
え
で
あ
っ
た
大
蔵
流
狂
言
方
と
の
関
係
を
基
に

考
え
て
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
江
戸
末
期
の
時
点
で
、
長
州
藩
に
は
鷺
流
と
と
も
に
、

春
日
・
原
・
山
本
と
い
う
大
蔵
流
の
三
家
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る）

（1
（

が
、
明
治
維
新

後
の
消
息
に
つ
い
て
は
、
春
日
家
の
家
督
を
佐
々
木
三
右
衛
門
の
次
男
・
庄
作
が（
他
流
な

が
ら
）継
い
だ
こ
と
以
外
に
、
詳
し
い
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
大
蔵
流

の
狂
言
が
い
か
な
る
台
本
・
演
出
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
、
資
料
未
発
見

に
よ
り
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
こ
と
に
よ
る
と
大
蔵
八
右
衛
門
派
の
系
統
で
あ
っ
た
可



― 22 ―

山口鷺流台本の系統（七）―春日庄作自筆本をめぐって―

能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
未
だ
確
か
め
ら
れ
て
い
な
い
。
長
州
藩
大
蔵
流
の
実
態
の
解
明
は
、

鷺
流
の
問
題
と
と
も
に
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

　

春
日
庄
作
自
筆
本
は
、
現
存
す
る
山
口
鷺
流
の
基
礎
を
な
す
台
本
で
あ
り
、
そ
の
系
統
は

基
本
的
に
鷺
伝
右
衛
門
派
で
あ
る
が
、
右
に
ま
と
め
た
よ
う
に
、
中
央
の
鷺
伝
右
衛
門
派
諸

本
と
は
一
致
し
な
い
部
分
も
か
な
り
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
先
に
分

析
し
た
長
州
藩
時
代
の
鷺
流
台
本
で
あ
る
江
山
本
に
も
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た）

（1
（

。
つ
ま

り
、
春
日
庄
作
と
い
う
役
者
を
介
し
て
、
長
州
藩
の
鷺
流
の
芸
統
は
、
山
口
鷺
流
に
確
実
に

受
け
継
が
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
中
央
の
鷺
流
と
は
異
な
る
独
自
の
部
分
が
認
め
ら
れ
た
。
そ

れ
ら
の
部
分
こ
そ
は
、
中
央
の
鷺
流（
伝
右
衛
門
派
）と
は
異
な
る
、
長
州
藩
独
自
の
工
夫
な

り
改
変
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
江
山
本
の
系
統
的
分
析
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と

を
述
べ
た
が
、
春
日
本
を
通
し
て
見
て
も
、
そ
の
こ
と
は
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
独
自
部
分
の
中
に
は
、
春
日
庄
作
自
身
に
よ
る
工
夫（
山
口
の
素
人
た
ち
に
教
え

る
時
点
で
の
こ
と
と
も
考
え
う
る
）が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
江
山
本

と
春
日
本
の
間
で
重
な
る
曲
が
少
な
く
、
右
の
こ
と
を
実
証
す
る
の
は
な
か
な
か
困
難
で
あ

る
が
、
少
な
く
と
も
春
日
庄
作
が
伝
え
た
狂
言
は
、
長
州
藩
以
来
の
鷺
流
、
し
か
も
鷺
伝
右

衛
門
派
の
流
れ
を
基
本
的
に
受
け
継
い
だ
も
の
と
見
て
誤
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）長
州
藩
狂
言
方
・
江
山
家
伝
来
の
台
本
と
目
さ
れ
る
。
江
山
本
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、

『
山
口
鷺
流
狂
言
資
料
集
成
』（
山
口
市
教
育
委
員
会
、
平
13
）第
一
分
冊（
書
誌
・
本
狂

言
編
一
）参
照
。

（
２
）山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵（
浜
田
泰
臣
氏
旧
蔵
）『
鷺
流
狂
言
記　

天
・
地
』
二
冊
を

指
す
。
浜
田
本
の
書
誌
は
『
山
口
鷺
流
狂
言
資
料
集
成
』（
山
口
市
教
育
委
員
会
、
平

13
）第
一
分
冊（
書
誌
・
本
狂
言
編
一
）を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
浜
田
本
「
末
広
」

の
後
記
に
は
、「
此
末
広
ハ
初
二
枚
丈
ケ
書
キ
カ
ケ
中
絶
セ
シ
ヲ
春
日
本
ヲ
見
テ
自
分

ノ
習
得
セ
シ
ト
大
差
ナ
キ
タ
メ
三
枚
目
ヨ
リ
春
日
本
ヲ
写
ス
」
と
あ
り
、
大
半
は
「
春

日
本
」
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
検
討
の
対
象
と
し

て
い
る
現
存
の
春
日
庄
作
自
筆
本
「
末
広
り
」
と
比
較
す
る
と
、
表
記
の
違
い
の
他
、

小
異
も
見
受
け
ら
れ
る
。

（
３
）北
川
忠
彦
氏
「
狂
言
の
祝
言
性
」（『
文
学
・
語
学
』
21
、
昭
36
・
９
）。

（
４
）小
林
栄
治
『
山
口
鷺
流
狂
言　

今
昔
』（
山
口
鷺
流
狂
言
保
存
会
、
平
13
）の
口
絵

に
、
山
口
鷺
流
狂
言
の
伝
承
者
で
あ
っ
た
河
野
三
十（
芸
名
・
晴
臣
）（
一
八
九
七
～

一
九
七
七
）・
加
屋
野
幸
治
両
氏
の
演
じ
る
「
末
広
が
り
」
の
舞
台
写
真
が
載
る（
た

だ
し
裏
焼
き
）。
河
野
氏
の
演
じ
る
主
人
は
、
洞
烏
帽
子
・
素
袍
上
下
の
出
立
で
あ
る
。

舞
台
は
、
鏡
板
の
松
か
ら
昭
和
十
一
年
建
造
の
野
田
神
社
能
楽
堂
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
河
野
氏
没
年
以
前
の
昭
和
期
の
撮
影
で
あ
る
。
春
日
庄
作
の
孫
弟
子
に
当
た

る
河
野
氏
の
世
代（
古
川
久
氏
他
編
『
狂
言
辞
典　

事
項
編
』〈
東
京
堂
出
版
、
昭
51
〉

に
よ
れ
ば
、
河
野
氏
の
入
門
は
大
正
九
年
）に
は
、
す
で
に
現
行
と
同
じ
出
立
に
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

（
５
）国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
国
文
学
研
究
資
料
館
影
印
叢
書
６　

狂
言
絵　
彩
色
や
ま
と
絵
』

（
勉
誠
出
版
、
平
26
）。

（
６
）国
立
能
楽
堂
蔵
『
狂
言
尽
絵
巻
』（
江
戸
後
期
）の
「
末
広
が
り
」
図
に
も
洞
烏
帽
子
を

着
け
た
主
人
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
７
）長
州
藩
鷺
流
の
名
寄
で
あ
る
『
狂
言
名
寄
・
内
外
間
名
寄
』（
山
口
県
立
大
学
郷
土
文

学
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
、『
山
口
県
立
大
学
大
学
院
論
集
』
４
、
平
15
・
３
に
翻
刻
）に
は
、

装
束
付
が
あ
る
。「
末
広
が
り
」
は
欠
け
て
い
る
が
、類
曲
の
「
鎧
」
に
つ
い
て
は
、「
士

烏
帽
子
素
襖
少
刀
扇
」
と
あ
り
、「
宝
の
槌
」「
隠
笠
」
も
「
装
束
同
し
」
と
あ
る
。「
士

烏
帽
子
」
と
は
、折
烏
帽
子
の
こ
と
で
あ
る
。
長
州
藩
時
代
の
鷺
流
に
お
い
て
は
、「
末

広
が
り
」
も
士
烏
帽
子（
折
烏
帽
子
）を
用
い
た
可
能
性
が
高
い
。

（
８
）『
言
継
卿
記　

第
三
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
10
）に
よ
る
。

（
９
）佐
竹
昭
広
氏
「
又
九
郎
左
衛
門
の
こ
と
」（『
民
話
の
思
想
』
平
凡
社
、
昭
48
所
収
）。

（
10
）こ
の
こ
と
は
、
拙
稿
「
鷺
流
に
お
け
る
「
古
態
」
の
残
存
―
江
戸
初
期
古
演
出
と
の
関

連
を
中
心
に
―
」（
小
林
健
二
編
『
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
７　

中
世
の
芸
能
と
文
芸
』

竹
林
舎
、
平
24
所
収
）に
お
い
て
も
、
鷺
流
の
江
戸
初
期
的
「
古
態
」
残
存
例
の
一
つ

と
し
て
指
摘
し
た
。

（
11
）新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
狂
言
集
』（
北
川
忠
彦
氏
・
安
田
章
氏
校
注
、
小
学
館
、

平
13
）所
収
「
末
広
が
り
」
頭
注
。

（
12
）樹
下
明
紀
氏
「
鷺
流
狂
言
一
考
」（『
山
口
県
文
化
財
』
17
、
昭
62
・
３
）、
同
氏
「
鷺
流

狂
言
再
考
」（『
山
口
県
文
化
財
』
28
、
平
９
・７
）。

（
13
）拙
稿
「
山
口
鷺
流
の
位
置（
上
）（
下
）
―
江
山
本
所
収
曲
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
山　

口

県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
17
・
18
、
平
23
・
３
、
平
24
・
３
）。
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〔
付
記
〕

　
　

本
稿
は
、
平
成
二
十
八
年
～
三
十
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金（
基
盤

研
究（
Ｃ
））に
よ
る
研
究
「
山
口
市
に
伝
承
さ
れ
る
鷺
流
狂
言
の
総
合
的
研
究
」（
課
題
番

号16K
02371

）の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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On the Kyogen Texts Written Down by Shunnichi  
Syosaku Who Gave Instruction of the Kyogen Play of  
the Sagi School to the People of Yamaguchi, Part Ⅶ

INADA, Hideo

Concerning the Kyogen texts written down by Shunnichi Syosaku, we considered the following points 
of  the system of play script  : 1) Shunnichi  texts  fundamentally have distinctive  features of  the Den-
emon branch of  the Sagi school. 2) Some parts of  these  texts, however, have  in  them some of  the 
elements which are different from those of the Sagi school.




